
(57)【要約】

【課題】内視鏡観察部による観察と超音波観察部による

観察を最良の状態で行える、使い勝手に優れた電子走査

式超音波内視鏡を提供すること。

【解決手段】電子走査式超音波内視鏡２は、挿入部１１

の先端硬質部６に、内視鏡挿入軸方向を照らす照明光学

系及び直視する観察光学系２１ａを設けた内視鏡観察部

２０と、複数の圧電素子３１を配列して挿入軸方向に対

して略側方を超音波走査範囲とする超音波走査面３２を

形成した超音波観察部３０とを具備し、内視鏡観察部２

０と、超音波観察部３０の超音波走査面３２との相対位

置を変化させる観察部移動手段を有し、この観察部移動

手段によって内視鏡観察部２０又は超音波観察部３０の

少なくとも一方を、挿入軸方向に移動させる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 、 内 視 鏡 挿 入 軸 方 向 を 照 ら す 照 明 光 学 系 及 び 直 視
す る 観 察 光 学 系 を 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 と 、 複 数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 挿 入 軸 方 向 に 対 し て
略 側 方 を 超 音 波 走 査 範 囲 と す る 超 音 波 走 査 面 を 形 成 し た 超 音 波 観 察 部 と を 具 備 す る 電 子 走
査 式 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、
前 記 内 視 鏡 観 察 部 と 、 前 記 超 音 波 観 察 部 の 超 音 波 走 査 面 と の 相 対 位 置 を 変 化 さ せ る 観 察 部
移 動 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 又 は 前 記 超 音 波 観 察 部 の 少 な く と も 一 方 を 、 挿
入 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 進 退 移 動 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 走 査 式
超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 前 記 観 察 光 学 系 の 観 察 方 向 に 対 し て 回 動 さ せ
る 回 動 手 段 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 を 有 す る 内 視 鏡 観 察 部 と 、 電 子 走 査 し て 超 音 波 画 像
を 得 る 超 音 波 観 察 部 と を 備 え た 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 体 腔 内 に 挿 入 可 能 な 内 視 鏡 の 挿 入 部 の 先 端 側 に 超 音 波 観 察 部 を 設 け 、 こ の 超 音 波 観
察 部 に よ っ て 超 音 波 断 層 画 像 を 得 ら れ る よ う に す る と と も に 、 こ の 内 視 鏡 に 設 け た 処 置 具
挿 通 用 チ ャ ン ネ ル を 通 し て 体 腔 内 に 処 置 具 を 導 い て 、 病 変 部 の 組 織 を 採 取 す る 等 の 診 断 や
処 置 を 行 え る 電 子 走 査 式 或 い は 機 械 走 査 式 の 超 音 波 内 視 鏡 が 実 用 化 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
従 来 の 超 音 波 内 視 鏡 で は 超 音 波 観 察 部 を 先 端 面 か ら 突 出 さ せ た 構 造 で あ る た め 、 観 察 光 学
系 の 観 察 視 野 を 確 保 す る た め に 視 野 範 囲 を 挿 入 方 向 に 対 し て 斜 め の 斜 視 光 学 系 で 構 成 し て
い た 。 し か し 、 術 者 か ら は 内 視 鏡 観 察 を 広 範 囲 に わ た っ て 、 で き る だ け 直 視 に 近 い 状 態 で
行 い た い と い う 要 望 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
そ の た め 、 機 械 走 査 式 の 超 音 波 内 視 鏡 で は 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ２ ９ ９ ７ 号 公 報 に 示
す よ う に 操 作 部 を 大 型 化 さ せ る こ と な く 、 簡 単 な 操 作 で 超 音 波 振 動 子 部 を 挿 入 部 の 先 端 部
か ら 突 没 さ せ て 超 音 波 検 査 を 行 え る 超 音 波 内 視 鏡 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 電 子 走 査 式 の 超 音 波 内 視 鏡 で 、 前 記 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ２ ９ ９ ７ 号 公 報 の
超 音 波 内 視 鏡 で 示 し た よ う に 超 音 波 観 察 部 が 突 没 す る 構 造 に す る と 、 多 数 の 圧 電 素 子 か ら
延 出 し て い る 信 号 線 の 一 部 が 断 線 し て 観 察 に 支 障 を 来 す お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 機 械 走 査 式 、 電 子 走 査 式 に 関 わ ら ず 、 超 音 波 内 視 鏡 観 察 下 で 病 変 部 の 組 織 の 採 取 を
行 う 際 、 処 置 具 挿 通 孔 の 導 出 口 か ら 病 変 部 に 向 け て 穿 刺 針 を 穿 刺 す る と き 、 こ の 穿 刺 針 の
突 出 量 が 大 き く な る と 穿 刺 針 の 先 端 が 超 音 波 走 査 範 囲 か ら 外 れ て 、 超 音 波 画 像 と し て 描 出
さ れ な く な る お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 内 視 鏡 観 察 部 に よ る 観 察 と 超 音 波 観 察 部
に よ る 観 察 を 最 良 の 状 態 で 行 え る 、 使 い 勝 手 に 優 れ た 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 を 提 供 す る
こ と を 目 的 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 は 、 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 、 内 視 鏡 挿
入 軸 方 向 を 照 ら す 照 明 光 学 系 及 び 直 視 す る 観 察 光 学 系 を 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 と 、 複 数 の 圧
電 素 子 を 配 列 し て 挿 入 軸 方 向 に 対 し て 略 側 方 を 超 音 波 走 査 範 囲 と す る 超 音 波 走 査 面 を 形 成
し た 超 音 波 観 察 部 と を 具 備 す る 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、
前 記 内 視 鏡 観 察 部 と 、 前 記 超 音 波 観 察 部 の 超 音 波 走 査 面 と の 相 対 位 置 を 変 化 さ せ る 観 察 部
移 動 手 段 を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ し て 、 前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 又 は 前 記 超 音 波 観 察 部 の 少 な く と も 一
方 を 、 挿 入 軸 方 向 に 対 し て 移 動 さ せ る 進 退 移 動 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た は 、 前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 前 記 観 察 光 学 系 の 観 察 方 向 に 対 し て
回 動 さ せ る 回 動 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ れ ら の 構 成 に よ れ ば 、 観 察 部 移 動 手 段 に よ っ て 観 察 部 を 適 宜 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、
内 視 鏡 観 察 部 に よ る 内 視 鏡 観 察 と 超 音 波 観 察 部 に よ る 超 音 波 観 察 と を 最 良 の 状 態 で 行 え る
。
【 ０ ０ １ ２ 】
そ し て 、 進 退 移 動 手 段 で は 、 観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 の 位 置 を 超 音 波 観 察 部 に よ っ て 遮
ら れ な い 位 置 、 又 は 超 音 波 走 査 面 を 内 視 鏡 観 察 部 に よ っ て 遮 ら れ な い 位 置 に 移 動 さ せ て 観
察 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 回 動 手 段 で は 、 超 音 波 観 察 部 を 例 え ば 上 下 方 向 に 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 前 記 観
察 光 学 系 の 観 察 視 野 範 囲 を 広 範 囲 に し て 内 視 鏡 観 察 を 行 え る と と も に 、 前 記 超 音 波 観 察 部
の 超 音 波 走 査 範 囲 を 変 化 さ せ て 広 範 囲 に わ た る 超 音 波 観 察 を 行 え る 。 加 え て 、 穿 刺 針 の 先
端 を と ら え る よ う に 超 音 波 走 査 範 囲 を 移 動 さ せ て の 超 音 波 観 察 を 行 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
図 １ な い し 図 １ １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 装 置 の
構 成 を 説 明 す る 図 、 図 ２ は 進 退 移 動 手 段 を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 の 構 成 を 説 明
す る 図 、 図 ３ は 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 図 ４ は 中 途 部 の 一 部 に ほ ぐ し た 状 態 の 素 線 が 位 置
す る イ メ ー ジ ガ イ ド を 説 明 す る 図 、 図 ５ は 信 号 線 を 複 数 本 ず つ ガ イ ド チ ュ ー ブ の 外 側 に 引
き 出 し て 信 号 線 の 断 線 を 防 止 す る 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 ６ は 内 視 鏡 観 察 部 の 突 出 状 態 を 説
明 す る 図 、 図 ７ は 超 音 波 観 察 部 の 突 出 状 態 を 説 明 す る 図 、 図 ８ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡
の 他 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図 、 図 ９ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の 別 の 構 成 の 進
退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図 、 図 １ ０ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の ま た 他 の 構 成 の 進 退 移 動 手
段 を 説 明 す る 図 、 図 １ １ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の ま た 別 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明
す る 図 で あ る 。
な お 、 図 １ １ （ ａ ） は 内 視 鏡 観 察 状 態 を 説 明 す る 図 、 図 １ １ （ ｂ ） は 超 音 波 観 察 状 態 を 説
明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 装 置 （ 以 下 、 超 音 波 内 視 鏡 装 置 と
略 記 す る ） １ は 、 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 （ 以 下 、 内 視 鏡 と 略 記 す る ） ２ と 、 照 明 光 を 供
給 す る 光 源 部 （ 不 図 示 ） 及 び 図 示 し な い 撮 像 素 子 の 駆 動 及 び 受 信 信 号 の 各 種 信 号 処 理 を 行
っ て 内 視 鏡 画 像 を 生 成 す る 信 号 処 理 部 を 具 備 す る 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ と 、 後 述 す る 圧 電 素 子
の 駆 動 及 び 受 信 信 号 の 各 種 信 号 処 理 を 行 っ て 超 音 波 診 断 画 像 を 生 成 す る 信 号 処 理 部 を 具 備
す る 超 音 波 観 察 装 置 ４ と 、 こ の 超 音 波 観 測 装 置 ４ 及 び 前 記 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ で 生 成 さ れ た
診 断 画 像 を 表 示 す る モ ニ タ ５ と を 備 え て 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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前 記 内 視 鏡 ２ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 細 長 の 挿 入 部 １ １ と 、 こ の 挿 入 部 １ １ の 基 端 側 に 位
置 す る 操 作 部 １ ２ と 、 こ の 操 作 部 １ ２ の 側 部 か ら 延 出 す る ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド １ ３ と で 主
に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
前 記 ユ ニ バ ー サ ル コ ー ド １ ３ の 基 端 部 に は 前 記 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ の 光 源 部 に 接 続 さ れ る 内
視 鏡 コ ネ ク タ １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 内 視 鏡 コ ネ ク タ １ ４ か ら は 前 記 超 音 波 観 測 装 置
４ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 超 音 波 コ ネ ク タ １ ５ ａ を 有 す る 超 音 波 ケ ー ブ ル １ ５ が 延 出 す る と
と も に 、 前 記 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ の 信 号 処 理 部 に 電 気 接 続 さ れ る 図 示 し な い 電 気 コ ー ド が 着
脱 自 在 に 接 続 さ れ る 電 気 コ ネ ク タ １ ４ ａ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 挿 入 部 １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 硬 質 部 材 で 形 成 し た 先 端 硬 性 部 ６ 、 こ の 先 端 硬 性 部 ６
の 基 端 側 に 位 置 す る 湾 曲 自 在 な 湾 曲 部 ７ 、 こ の 湾 曲 部 ７ の 基 端 側 に 位 置 し て 前 記 操 作 部 １
２ の 先 端 側 に 至 る 細 径 か つ 長 尺 で 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 管 部 ８ を 連 設 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 記 先 端 硬 性 部 ６ に は 、 直 視 に よ る 内 視 鏡 観 察 を 行 う 観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 を 進 退 自
在 に 構 成 し た 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ と 、 超 音 波 を 送 受 す る 複 数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 構 成 し た
超 音 波 走 査 面 を 有 す る 進 退 自 在 な 超 音 波 観 察 部 ３ ０ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
な お 、 前 記 操 作 部 １ ２ に は 前 記 湾 曲 部 ７ を 所 望 の 方 向 に 湾 曲 制 御 す る ア ン グ ル ノ ブ １ ６ 、
送 気 及 び 送 水 操 作 を 行 う た め の 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ７ ａ 、 吸 引 操 作 を 行 う た め の 吸 引 ボ タ
ン １ ７ ｂ や 、 体 腔 内 に 導 入 す る 処 置 具 の 入 り 口 と な る 処 置 具 挿 入 口 １ ８ 等 の 他 に 前 記 内 視
鏡 観 察 部 ２ ０ を 進 退 移 動 さ せ る 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ａ 及 び 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０
を 進 退 移 動 さ せ る 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 符 号 ９ は 患 者 の 口 腔
に 配 置 さ れ る マ ウ ス ピ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 前 記 先 端 硬 性 部 ６ を 構 成 す る 先 端 部 材 ６ ａ に は 凸 部 ６ ｂ が 形 成
さ れ て お り 、 こ の 凸 部 ６ ｂ の 段 付 透 孔 ６ ｃ に 直 視 観 察 を 行 う 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ が 摺 動 自 在
に 設 け ら れ る と と も に 、 前 記 先 端 部 材 ６ ａ に 対 し て 突 出 し て 挿 入 軸 方 向 に 対 し て 略 側 方 （
本 図 で は 上 側 ） を 超 音 波 走 査 範 囲 に し た 超 音 波 観 察 部 ３ ０ が 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
こ の 構 成 の と き 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ の 光 学 視 野 範 囲 の 一 部 は 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ に
よ っ て 遮 ら れ 、 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ の 超 音 波 走 査 範 囲 の 一 部 が 前 記 凸 部 ６ ｂ に よ っ て 遮
ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
前 記 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ は 、 前 記 観 察 光 学 系 ２ １ 及 び 照 明 光 学 系 ２ ２ が 配 設 さ れ る 前 記 先 端
部 材 ６ ａ に 対 し て 摺 動 自 在 な 内 視 鏡 本 体 部 材 （ 以 下 、 内 視 鏡 部 本 体 と 略 記 す る ） ２ ３ と 、
こ の 摺 動 す る 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ と 前 記 先 端 部 材 ６ ａ と の あ い だ の 水 密 を 図 る 伸 縮 自 在 で 蛇
腹 状 部 を 設 け た チ ュ ー ブ 体 で 構 成 し た 水 密 部 材 ２ ４ と 、 前 記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ の 押 し 引 き
操 作 を 行 う 進 退 移 動 手 段 で あ る 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
前 記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ は 、 回 転 す る こ と を 防 止 す る た め 断 面 形 状 を 例 え ば 略 楕 円 形 状 に 形
成 し た 摺 動 部 ２ ３ ａ と 、 断 面 形 状 を 略 円 形 に 形 成 し た パ イ プ 形 状 部 ２ ３ ｂ と で 構 成 さ れ て
お り 、 こ の パ イ プ 形 状 部 ２ ３ ｂ に は 前 記 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ の 先 端 部 が 固 設 さ れ
て い る 。
前 記 水 密 部 材 ２ ４ の 先 端 部 は 、 前 記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ の 摺 動 部 ２ ３ ａ の 基 端 面 に 一 体 的 に
固 定 さ れ 、 基 端 部 は 前 記 先 端 部 材 ６ ａ に 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
前 記 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ は 、 樹 脂 チ ュ ー ブ 又 は ブ レ ー ド を 網 み 込 ん だ 樹 脂 チ ュ ー
ブ に よ っ て 構 成 さ れ て お り 、 基 端 部 は 前 記 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ａ に 連 結 固 定 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 こ の 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ 内 に は 前 記 観 察 光 学 系 を 構 成 す る
イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ２ ６ 及 び 前 記 照 明 光 学 系 を 構 成 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ （ 不 図
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示 ） が 挿 通 し て い る 。 そ し て 、 こ の 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ は 、 挿 入 部 １ １ 内 に 挿 通
配 置 さ れ た 内 視 鏡 用 ガ イ ド チ ュ ー ブ ２ ７ 内 を 挿 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
一 方 、 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ は 、 前 記 先 端 部 材 ６ ａ に 対 し て 摺 動 自 在 で 超 音 波 を 送 受 す る
複 数 の 圧 電 素 子 ３ １ ， … ， ３ １ を 配 列 し て 構 成 し た 超 音 波 走 査 面 ３ ２ を 設 け た 超 音 波 本 体
部 材 （ 以 下 、 超 音 波 部 本 体 と 略 記 す る ） ３ ３ と 、 こ の 超 音 波 部 本 体 ３ ３ と 前 記 先 端 部 材 ６
ａ と の あ い だ の 水 密 を 図 る 伸 縮 自 在 で 蛇 腹 状 部 を 設 け た チ ュ ー ブ 体 で 構 成 し た 水 密 部 材 ３
４ と 、 前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ の 押 し 引 き 操 作 を 行 う 進 退 移 動 手 段 で あ る 超 音 波 本 体 操 作 チ
ュ ー ブ ３ ５ と で 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ は 回 り 止 め と な る 平 面 部 ３ ３ ａ を 設 け た 摺 動 部 ３ ３ ｂ を 有 し 、 こ の
摺 動 部 ３ ３ ｂ の 基 端 部 、 つ ま り 超 音 波 部 本 体 ３ ３ の 基 端 部 に 前 記 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ
３ ５ の 先 端 部 が 固 定 さ れ て い る 。 こ の 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ の 基 端 部 は 、 前 記 操 作
部 １ ２ に 設 け た 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ｂ に 連 結 固 定 さ れ る よ う に な っ て い る 。 こ の
超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ 内 に は 前 記 圧 電 素 子 ３ １ か ら 延 出 す る 信 号 線 ３ ６ が 挿 通 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 前 記 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ は 前 記 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ と 同 様 、 樹 脂
チ ュ ー ブ 又 は ブ レ ー ド を 網 み 込 ん だ 樹 脂 チ ュ ー ブ で あ る 。 ま た 、 前 記 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ
ー ブ ３ ５ は 、 挿 入 部 １ １ 内 に 挿 通 配 置 さ れ て い る 超 音 波 用 ガ イ ド チ ュ ー ブ ３ ７ 内 を 挿 通 し
て い る 。 さ ら に 、 前 記 水 密 部 材 ３ ４ の 先 端 部 は 前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ の 所 定 面 に 一 体 に 固
定 さ れ 、 基 端 部 は 前 記 先 端 部 材 ６ ａ の 所 定 面 に 一 体 に 固 定 さ れ て い る 。 又 、 図 ２ の 符 号 ７
ａ は 湾 曲 駒 、 符 号 ７ ｂ は 外 皮 チ ュ ー ブ 、 図 ３ の 符 号 ６ ｄ は 前 記 平 面 部 ３ ３ ａ に 対 応 す る 平
面 を 有 す る 超 音 波 本 体 用 透 孔 、 符 号 ６ ｅ は 前 記 処 置 具 挿 入 口 １ ８ か ら 挿 入 さ れ た 処 置 具 が
挿 通 す る 処 置 具 チ ャ ン ネ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ に 示 す よ う に 前 記 内 視 鏡 用 ガ イ ド チ ュ ー ブ ２ ７ の 基 端 部 は 、 前 記 操 作 部 １ ２ 内 に 設 け
ら れ て い る ガ イ ド チ ュ ー ブ 固 定 部 材 ４ １ に 固 設 さ れ て い る 。 前 記 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ
２ ５ の 基 端 部 は 、 こ の ガ イ ド チ ュ ー ブ 固 定 部 材 ４ １ 近 傍 で 前 記 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １
９ ａ に 一 体 な ス ラ イ ド 部 材 ４ ２ に 固 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て ， 前 記 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ 内 を 挿 通 し て こ の ス ラ イ ド 部 材 ４ ２ 上 に 導 か れ
た イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ２ ６ 及 び 図 示 し な い ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ の 中 途 部 に は 、 被 覆
部 材 の 一 部 を 剥 し て ラ イ ト ガ イ ド 素 線 を ほ ぐ し て 弛 ん だ 状 態 に し た 素 線 弛 み 部 ２ ６ ａ が 設
け ら れ て い る 。 こ の こ と よ っ て 、 ラ イ ド ガ イ ド 素 線 が 切 断 さ れ る こ と な く 前 記 内 視 鏡 観 察
部 ２ ０ が 進 退 移 動 す る 構 成 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 前 記 観 察 光 学 系 を 固 体 撮 像 素 子 を 設 け て 構 成 す る 際 に は 、 こ の 固 体 撮 像 素 子 か ら 延
出 す る 信 号 線 に 弛 る み 部 を 持 た せ 、 そ の 弛 み 部 を 例 え ば ス ラ イ ド 部 材 ４ ２ 上 に 配 置 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
一 方 、 図 ５ に 示 す よ う に 前 記 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ｂ に 連 結 固 定 さ れ る 超 音 波 本 体
操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ の 基 端 部 に は 押 し 引 き 操 作 性 を 向 上 さ せ る 目 的 で 樹 脂 部 材 等 の 充 填 材 ５
１ を 封 入 し て い る 。 ま た 、 前 記 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ の 側 面 部 及 び ガ イ ド チ ュ ー ブ
３ ７ の 側 面 部 に は 例 え ば 千 鳥 状 配 置 で 複 数 の ス リ ッ ト ３ ５ ａ 、 ３ ７ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
こ れ ら ス リ ッ ト ３ ５ ａ 、 ３ ７ ａ か ら は 前 記 圧 電 素 子 ３ １ か ら 延 出 し た 信 号 線 ３ ６ が 複 数 本
ず つ 前 記 ガ イ ド チ ュ ー ブ ３ ７ の 外 周 側 に 弛 ん だ 状 態 で 引 き 出 さ れ て い る 。 な お 、 前 記 ス リ
ッ ト ３ ５ ａ と ス リ ッ ト ３ ７ ａ と は 略 同 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 ス リ ッ ト ３ ７ ａ を ス リ ッ ト
３ ５ ａ よ り 細 長 に 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 内 視 鏡 装 置 １ の 作 用 を 説 明 す る 。
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内 視 鏡 観 察 を 行 う 場 合 、 前 記 操 作 部 １ ２ に 設 け ら れ て い る 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ａ
を 所 定 の 方 向 に 手 元 操 作 す る 。 す る と 、 こ の 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ａ の 回 動 動 作 に
伴 っ て 前 記 ス ラ イ ド 部 材 ４ ２ 、 内 視 鏡 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ２ ５ が 前 方 側 に 移 動 さ れ る 。 こ の
こ と よ っ て 、 図 ６ の 矢 印 に 示 す よ う に 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ を 構 成 す る 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ が 前
方 側 に 移 動 し て 突 出 し た 状 態 に な る 。 こ の 突 出 動 作 の と き 、 前 記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ
２ ６ 及 び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ は ス ラ イ ド 部 材 ４ ２ 上 で 弛 ん だ 状 態 に な っ て い る の で 、 前
記 イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ ２ ６ 及 び ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ に 負 荷 が か か ら な い 状 態 で 、 前
記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ は 挿 入 軸 方 向 に ス ム ー ズ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
そ し て 、 前 記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ が 所 定 の 位 置 ま で 突 出 す る こ と に よ っ て 、 観 察 光 学 系 ２ １
の 光 学 視 野 範 囲 が 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ に よ っ て 遮 ら れ る こ と な く 良 好 な 内 視 鏡 観 察 状 態
な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
一 方 、 超 音 波 観 察 を 行 う 場 合 に は 、 前 記 操 作 部 １ ２ に 設 け ら れ て い る 超 音 波 観 察 部 用 操 作
ノ ブ １ ９ ｂ を 所 定 方 向 に 手 元 操 作 す る 。 す る と 、 こ の 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ １ ９ ｂ の 回
動 動 作 に 伴 っ て 前 記 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ ３ ５ が 前 方 側 に 移 動 す る 。 そ し て 、 図 ７ の 矢
印 に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 部 ３ ０ を 構 成 す る 超 音 波 部 本 体 ３ ３ が 前 方 側 に 移 動 し て 突 出 状
態 に な る 。 こ の こ と に よ っ て 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ に 設 け ら れ て い る 超 音 波 走 査 面 ３ ２ の 超
音 波 走 査 範 囲 が 前 記 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ や 凸 部 ６ ｂ に よ っ て 遮 ら れ る こ と な く 良 好 な 超 音 波
観 察 を 行 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
な お 、 前 記 信 号 線 ３ ６ は 、 ス リ ッ ト ３ ５ ａ 、 ３ ７ ａ か ら 引 き 出 さ れ て 弛 ん だ 状 態 に な っ て
い る の で 、 こ の 信 号 線 ３ ６ に 負 荷 が か か ら な い 状 態 で 、 前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ は 挿 入 軸 方
向 に ス ム ー ズ に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
こ の よ う に 、 先 端 硬 性 部 に 直 視 観 察 を 行 う 内 視 鏡 観 察 部 を 摺 動 自 在 に 設 け る と と も に 、 複
数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 構 成 し た 超 音 波 走 査 面 を 有 す る 超 音 波 観 察 部 を 摺 動 自 在 に 設 け 、
操 作 部 に 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ 及 び 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ を 設 け る こ と に よ っ て 、 適
宜 、 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ 又 は 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ を 操 作 し て 内 視 鏡 観 察 部 又 は 超
音 波 観 察 部 を 進 退 移 動 し て 挿 入 軸 方 向 の 位 置 を 変 化 さ せ る こ と に よ っ て 、 最 良 の 光 学 視 野
範 囲 又 は 超 音 波 走 査 範 囲 を 確 保 し て 良 好 な 内 視 鏡 観 察 及 び 超 音 波 観 察 を 行 う こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 内 視 鏡 観 察 部 か ら 延 出 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ 及 び イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ の 中
途 部 に 素 線 弛 み 部 を 設 け る 構 成 、 或 い は 撮 像 素 子 か ら 延 出 す る 信 号 線 を 弛 ま せ る 構 成 、 超
音 波 観 察 部 か ら 延 出 す る 信 号 線 を 超 音 波 本 体 操 作 チ ュ ー ブ の ス リ ッ ト 及 び ガ イ ド チ ュ ー ブ
の ス リ ッ ト か ら 引 き 出 し て 弛 ん だ 状 態 に す る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 観 察 部 及 び 超 音 波 観 察
部 を 挿 入 を 軸 方 向 に 進 退 移 動 さ せ た と き フ ァ イ バ 類 及 び 信 号 線 が 断 線 さ せ る こ と を 確 実 に
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ と 超 音 波 観 察 部 ３ ０ と を そ れ ぞ れ 挿 入 部 軸
方 向 に 対 し て 進 退 自 在 な 構 成 と し た が 、 図 ８ に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ａ を 先 端 面 か
ら 所 定 量 突 設 さ せ た 状 態 で 固 定 し て 、 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ Ａ だ け を 進 退 移 動 さ せ る 構 成 に し
て も よ い 。 こ の 構 成 の と き 、 前 記 摺 動 部 ２ ３ ａ を 段 付 透 孔 ６ ｃ 内 に 収 納 状 態 に す る こ と に
よ っ て 、 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ａ に 設 け た 超 音 波 操 作 面 ３ ２ の 超 音 波 走 査 範 囲 が 確 保 さ れ
、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ Ａ を 突 出 状 態 に す る こ と に よ っ て 光 学 視 野 範 囲 が 前 記 超 音 波 観 察
部 ３ ０ に よ っ て 遮 ら れ る こ と が な く な る 。 こ の こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ Ａ を 適 宜
突 没 さ せ る こ と に よ っ て 、 光 学 視 野 範 囲 又 は 超 音 波 走 査 範 囲 を 確 保 し て 所 望 の 観 察 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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な お 、 こ の 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 内 視 鏡 部 本 体 ２ ３ の パ イ プ 形 状 部 ２ ３ ａ に 周 り 止 め
用 の 平 面 部 を 設 け る こ と に よ っ て 摺 動 部 ２ ３ ａ が 回 転 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 図 ９ に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｂ が 配 置 さ れ る 段 部 ６ ｆ を 形 成 す る よ う に 長 め
に 形 成 し た 凸 部 に 内 視 鏡 観 察 部 ２ ０ Ｂ を 固 定 状 態 に し 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｂ だ け を 進 退 移
動 さ せ る 構 成 に し て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｂ を 突 出 さ せ る こ と に
よ っ て 超 音 波 操 作 面 ３ ２ の 超 音 波 走 査 範 囲 が 確 保 さ れ 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｂ を 段 部 ６ ｆ 内
に 引 き 戻 し 配 置 す る こ と に よ っ て 観 察 光 学 系 ２ １ の 光 学 視 野 範 囲 が 確 保 さ れ る 。 こ の こ と
に よ っ て 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｂ を 適 宜 突 没 さ せ て 、 光 学 視 野 範 囲 又 は 超 音 波 走 査 範 囲 を 確
保 し て 所 望 の 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
さ ら に 、 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 内 視 鏡 観 察 部 及 び 超 音 波 観 察 部 の 進 退 操 作 を 、 操 作
部 に 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 用 操 作 ノ ブ 、 超 音 波 観 察 部 用 操 作 ノ ブ の 手 元 操 作 に よ っ て 行 う 構
成 に し て い た が 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 例 え ば 空 気 等 の 流 体 の 注 入 及 び 排 出 を 行 う 流 体 チ ュ
ー ブ ６ １ 及 び シ リ ン ダ 部 ６ ２ と 、 ピ ス ト ン 部 ６ ３ と な る 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ａ と を 設 け て 進
退 移 動 手 段 を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
加 え て 、 本 実 施 形 態 に お い て は 前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ａ の 進 退 移 動 の 際 に 前 記 圧 電 素 子 ３
１ か ら そ れ ぞ れ 延 出 し て い る 信 号 線 ３ ６ が 断 線 す る こ と を 防 止 す る た め 、 シ リ ン ダ 部 ６ ２
を 構 成 す る 円 筒 部 材 ６ ４ の 内 部 空 間 を 信 号 線 配 置 空 間 と し 、 こ の 空 間 部 内 に 前 記 信 号 線 ３
６ を ほ ぐ し て 弛 ま せ た 状 態 で 螺 旋 状 に ま と め て 収 納 す る 。 そ し て 、 こ の 信 号 線 ３ ６ の ひ と
ま と め に 構 成 し た 先 端 側 部 を 前 記 円 筒 部 材 ６ ４ に 固 定 し て 操 作 部 方 向 に 延 出 す る 。 な お 、
ほ ぐ し た 信 号 線 ３ ６ を 用 い る 代 わ り に 、 螺 旋 状 に 形 成 し た フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 用 い る 構 成
に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
こ の こ と に よ っ て 、 シ リ ン ダ ６ ２ 内 に 流 体 を 注 入 す る こ と に よ っ て 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ａ が
突 出 す る よ う に 前 方 側 に 移 動 し 、 こ の シ リ ン ダ ６ ２ 内 の 流 体 を 排 出 す る こ と に よ っ て 超 音
波 部 本 体 ３ ３ Ａ が 基 端 側 に 戻 る よ う に 移 動 す る 。 つ ま り 、 流 体 の 注 入 或 い は 排 出 を 適 宜 行
う こ と に よ っ て 前 記 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ａ を 進 退 移 動 さ せ て 光 学 視 野 範 囲 又 は 超 音 波 走 査 範
囲 を 確 保 し て 所 望 の 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
又 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 、 超 音 波 観 察 部 の 進 退 を 、 操 作 部 に 設 け た 操 作 ノ ブ や 、 流 体 の 注 入
／ 排 出 で 行 う 代 わ り に 、 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 先 端 部 材 ６ ａ 内 に 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ｂ
を 収 納 す る 本 体 収 納 空 間 ７ ０ を 形 成 し 、 こ の 本 体 収 納 空 間 ７ ０ に 配 置 さ れ る 超 音 波 部 本 体
３ ３ Ｂ に ラ ッ ク ７ １ を 設 け 、 先 端 部 材 ６ ａ の 所 定 位 置 に 前 記 ラ ッ ク ７ １ に 噛 合 す る ギ ア ７
２ を 配 置 し て ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 を 設 け る と と も に 、 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ７ ３ に 挿 通 さ れ る シ
ー ス 部 材 ７ ４ の 外 周 面 の 所 定 位 置 に 前 記 ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 の ギ ア ７ ２ に 噛 合 す る 噛 合 部 ７
４ ａ を 設 け て 進 退 移 動 手 段 を 構 成 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ の こ と に よ っ て 、 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 前 記 シ ー ス 部 材 ７ ４ の 先 端 部 を 処 置 具 開 口
か ら 突 出 さ せ る よ う に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 こ の シ ー ス 部 材 ７ ４ に 設 け ら れ て い る 噛 合
部 ７ ４ ａ が 前 記 ギ ア ７ ２ を 回 転 さ せ る 。 す る と 、 こ の ギ ア ７ ２ の 回 転 に 伴 っ て 、 前 記 ラ ッ
ク ７ ２ が 前 方 側 に 移 動 し て 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ が 内 視 鏡 先 端 面 か ら 突 出 し た 状 態 に な る 。
一 方 、 こ の 状 態 で 前 記 シ ー ス 部 材 ７ ４ を 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ７ ３ 内 に 納 め る よ う に 引 き 戻 し
操 作 を 行 う こ と に よ り 、 前 記 ラ ッ ク ７ ２ が 基 端 側 に 移 動 し て 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ が 本 体 収
納 空 間 ７ ０ 内 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に 、 ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 を 構 成 す る ギ ア ７ ２ に 噛 合 す る 噛 合 部 ７ ４ ａ を 設 け た シ ー
ス 部 材 ７ ４ を 適 宜 突 没 動 作 す る こ と に よ っ て 、 前 記 超 音 波 本 体 部 ３ ３ Ｂ を 進 退 移 動 さ せ て
、 光 学 視 野 範 囲 又 は 超 音 波 走 査 範 囲 を 確 保 し て 所 望 の 観 察 を 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
本 実 施 形 態 に お い て は 、 前 記 ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 を 構 成 す る ラ ッ ク ７ １ と ギ ア ７ ２ と の 間 に
ス リ ッ プ 機 構 を 設 け て い る 。 こ の ス リ ッ プ 機 構 は 、 例 え ば 軸 部 ７ ５ ａ に 対 し て 所 定 の 弾 性
力 で 軸 支 さ れ る ス リ ッ プ ギ ア ７ ５ で 構 成 し た も の で あ る 。 こ の ス リ ッ プ ギ ア ７ ５ は 、 前 記
超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ が 例 え ば 体 腔 内 の 体 壁 や 粘 膜 等 に 接 触 し て ラ ッ ク ７ １ の 移 動 抵 抗 が 所
定 状 態 よ り 増 大 し て い る と き に は 、 前 記 シ ー ス 部 材 ７ ４ を 突 出 さ せ て 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ
を 移 動 さ せ よ う と し て も 、 ギ ア ７ ２ の 回 転 が ラ ッ ク ７ ２ へ 伝 達 さ れ る こ と を 阻 止 す る よ う
に 作 用 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ の こ と に よ り 、 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ が 体 壁 や 粘 膜 等 に 接 触 し て い る 状 態 の と き 、 超
音 波 観 察 部 ３ ０ Ｃ が さ ら に 突 出 し て 体 壁 等 に 傷 を つ け る 不 具 合 の 発 生 が 確 実 に 防 止 さ れ る
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
図 １ ２ な い し 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に か か り 、 図 １ ２ は 回 動 手 段 を 有 す る 超 音 波
内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 の 構 成 を 説 明 す る 図 、 図 １ ３ は 超 音 波 内 視 鏡 の 作 用 を 説 明 す る 図 、 図
１ ４ は 超 音 波 観 察 部 の 回 動 と 穿 刺 ラ イ ン の 修 正 方 法 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
な お 、 図 １ ２ （ ａ ） は 長 手 方 向 の 断 面 図 、 図 １ ２ （ ｂ ） は 図 １ ２ （ ａ ） の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図
、 図 １ ４ （ ａ ） は 画 面 上 に 表 示 さ れ る 超 音 波 観 察 部 を 示 す 図 、 図 １ ４ （ ｂ ） は 画 面 上 に 表
示 さ れ る 超 音 波 観 察 部 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
本 実 施 形 態 の 電 子 走 査 式 の 超 音 波 内 視 鏡 で は 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 で 示 し た よ う に 内 視 鏡 観
察 部 又 は 超 音 波 観 察 部 の 少 な く と も 一 方 を 挿 入 軸 方 向 に 対 し て 進 退 移 動 さ せ る 代 わ り に 、
図 １ ２ （ ａ ） 及 び 図 １ ３ に 示 す よ う に 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ を 矢 印 Ａ 、 Ｂ に 示 す よ う に 回 動
さ せ て 上 側 で あ っ た 超 音 波 走 査 範 囲 を 前 方 上 側 に 変 化 さ せ る 構 成 に し て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
そ の た め 、 前 記 図 １ １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 し た ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 を 構 成 し て い た ラ ッ ク の
代 わ り に 前 記 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ を 構 成 す る 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ｂ の 所 定 位 置 に 第 ２ の ギ ア
７ ７ を 一 体 的 に 設 け て こ の 超 音 波 部 本 体 ３ ３ Ｂ を 回 動 さ せ る 構 成 に し て い る 。 な お 、 前 記
超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ は 先 端 面 か ら 突 出 し た 構 成 で あ り 、 そ の 他 の 構 成 は 前 記 図 １ １ （ ａ ）
， （ ｂ ） に 示 し た 構 成 と 同 様 で あ り 、 同 部 材 に は 同 符 合 を 符 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
上 述 の よ う に 超 音 波 内 視 鏡 ２ Ａ を 構 成 し た こ と に よ っ て 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 前 記 シ ー ス
部 材 ７ ４ の 先 端 部 を 処 置 具 開 口 か ら 突 出 さ せ る よ う に 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 こ の シ ー ス
部 材 ７ ４ に 設 け ら れ て い る 噛 合 部 ７ ４ ａ が 前 記 ギ ア ７ ２ を 回 転 さ せ 、 こ の ギ ア ７ ２ の 回 転
が 前 記 ス リ ッ プ ギ ア ７ ５ を 介 し て 前 記 第 ２ の ギ ア ７ ７ に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
す る と 、 超 音 波 観 察 部 ３ ０ が 一 点 鎖 線 に 示 し た 状 態 か ら 実 線 に 示 す 状 態 ま で 回 転 す る と と
も に 、 超 音 波 走 査 範 囲 も 一 点 鎖 線 で 示 す 上 方 向 か ら 実 線 で 示 す 前 方 上 方 向 に 変 化 す る 。 ま
た 、 観 察 光 学 系 の 光 学 視 野 範 囲 も 二 点 鎖 線 に 示 す 範 囲 か ら 実 線 に 示 す 範 囲 に 広 が る 。 こ の
こ と に よ っ て 、 例 え ば 前 記 シ ー ス 部 材 ７ ４ か ら 破 線 に 示 す よ う に 穿 刺 針 ７ ８ を 突 出 さ せ た
と き 、 こ の 穿 刺 針 ７ ８ の 先 端 部 ７ ８ ａ を 確 実 に 超 音 波 操 作 範 囲 内 に 位 置 さ せ た 状 態 で 病 変
部 の 組 織 の 採 取 を 行 え る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 方 、 こ の 状 態 で 前 記 シ ー ス 部 材 ７ ４ を 処 置 具 チ ャ ン ネ ル ７ ３ 内 に 納 め る よ う に 引 き 戻 し
操 作 す る こ と に よ り 、 前 記 第 ２ の ギ ア ７ ７ が 逆 方 向 に 回 転 し て 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ の 超 音
波 走 査 範 囲 及 び 観 察 光 学 系 の 光 学 視 野 範 囲 が 直 線 に 示 し た 状 態 か ら 元 の 一 点 鎖 線 及 び 二 点
鎖 線 に 示 す 状 態 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ の よ う に 、 ギ ア ７ ２ に 噛 合 す る 噛 合 部 ７ ４ ａ を 設 け た シ ー ス 部 材 ７ ４ を 適 宜 突 没 動 作 す
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る こ と に よ り 、 第 ２ の ギ ア ７ ７ を 設 け た 超 音 波 部 本 体 が 回 動 し て 、 観 察 光 学 系 の 光 学 視 野
範 囲 に よ る 広 範 囲 の 直 視 観 察 や 、 超 音 波 走 査 範 囲 を 上 側 か ら 前 方 上 側 に 変 化 さ せ て の 観 察
を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
と こ ろ で 、 前 記 第 ２ 実 施 形 態 に お い て は 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ が 回 動 す る こ と に よ り 、 こ の
超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ の 超 音 波 走 査 範 囲 が 上 側 か ら 前 方 上 側 へ の 変 化 等 に 伴 っ て 穿 刺 ラ イ ン
を 変 化 さ せ る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
そ の た め 、 符 号 ７ ９ に 示 す 回 動 角 度 検 出 手 段 と し て 例 え ば 歪 み ゲ ー ジ 等 を 設 け 、 こ の 歪 み
ゲ ー ジ の 抵 抗 値 の 変 化 を 基 に 、 前 記 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ 又 は 超 音 波 観 測 装 置 ４ に 設 け ら れ て
い る 図 示 し な い 演 算 処 理 部 で 回 動 量 を 算 出 し 、 そ の 算 出 し た 回 動 量 に 基 づ い て 穿 刺 ラ イ ン
の 修 正 を 行 っ た り 、 或 い は 、 図 １ ４ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す よ う に モ ニ タ ５ の 画 面 ５ ａ 上 に
表 示 さ れ る 超 音 波 観 察 部 ３ ０ Ｄ の 上 面 の 見 え 方 を 基 に 、 前 記 内 視 鏡 観 察 装 置 ３ に 設 け ら れ
て い る 画 像 処 理 部 及 び 前 記 演 算 処 理 部 で 回 動 量 を 算 出 し 、 そ の 算 出 し た 回 動 量 に 基 づ い て
穿 刺 ラ イ ン の 修 正 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
尚 、 本 発 明 は 、 以 上 述 べ た 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
［ 付 記 ］
以 上 詳 述 し た よ う な 本 発 明 の 上 記 実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 如 き 構 成 を 得 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ６ １ 】
（ １ ） 挿 入 部 の 先 端 部 を 構 成 す る 先 端 硬 質 部 に 、 内 視 鏡 挿 入 軸 方 向 を 照 ら す 照 明 光 学 系 及
び 直 視 す る 観 察 光 学 系 を 設 け た 内 視 鏡 観 察 部 と 、 複 数 の 圧 電 素 子 を 配 列 し て 挿 入 軸 方 向 に
対 し て 略 側 方 を 超 音 波 走 査 範 囲 と す る 超 音 波 走 査 面 を 形 成 し た 超 音 波 観 察 部 と を 具 備 す る
電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 、
前 記 内 視 鏡 観 察 部 と 、 前 記 超 音 波 観 察 部 の 超 音 波 走 査 面 と の 相 対 位 置 を 変 化 さ せ る 観 察 部
移 動 手 段 を 設 け た 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
（ ２ ） 前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 又 は 前 記 超 音 波 観 察 部 の 少 な く と も 一 方
を 、 挿 入 軸 方 向 に 移 動 さ せ る 進 退 移 動 手 段 で あ る 付 記 １ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡
。
【 ０ ０ ６ ３ 】
（ ３ ） 前 記 内 視 鏡 観 察 部 又 は 前 記 超 音 波 観 察 部 は 、
前 記 先 端 硬 質 部 に 対 し て 摺 動 自 在 で 前 記 観 察 光 学 系 及 び 照 明 光 学 系 又 は 前 記 超 音 波 走 査 面
が 配 設 さ れ る 本 体 部 材 と 、
こ の 本 体 部 材 と 前 記 先 端 硬 質 部 と の あ い だ の 水 密 を 図 る 伸 縮 自 在 な 水 密 部 材 と 、
を 具 備 す る 付 記 １ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ ４ ） 前 記 進 退 移 動 手 段 は 、 前 記 本 体 部 材 の 基 端 部 に 先 端 部 が 固 定 さ れ て 押 し 引 き 操 作 を
行 う 操 作 チ ュ ー ブ で あ る 付 記 ２ 又 は 付 記 ３ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
（ ５ ） 前 記 進 退 移 動 手 段 は 、 シ リ ン ダ 内 に 配 置 さ れ た ピ ス ト ン と な る 前 記 本 体 部 材 を 進 退
さ せ る 流 体 を 供 給 又 は 吸 引 す る 流 体 チ ュ ー ブ で あ る 付 記 ２ 又 は 付 記 ３ に 記 載 の 電 子 走 査 式
超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
（ ６ ） 前 記 操 作 チ ュ ー ブ 内 に 、 前 記 超 音 波 観 察 部 の 圧 電 素 子 か ら 延 出 す る 信 号 線 が 挿 通 す
る 付 記 ４ 又 は 付 記 ５ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
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（ ７ ） 前 記 操 作 チ ュ ー ブ 内 に 、 前 記 内 視 鏡 観 察 部 の 観 察 光 学 系 を 構 成 す る 撮 像 素 子 か ら 延
出 す る 信 号 線 又 は イ メ ー ジ ガ イ ド フ ァ イ バ 及 び 照 明 光 学 系 を 構 成 す る ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ
バ が 挿 通 す る 付 記 ４ 又 は 付 記 ５ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
（ ８ ） 前 記 操 作 チ ュ ー ブ に 、 こ れ ら チ ュ ー ブ 内 を 挿 通 す る 前 記 信 号 線 又 は ガ イ ド フ ァ イ バ
が 断 線 す る こ と を 防 止 す る 断 線 防 止 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 付 記 ６ 又 は 付 記 ７ に 記
載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
（ ９ ） 前 記 断 線 防 止 手 段 は 、 前 記 信 号 線 又 は ガ イ ド フ ァ イ バ を 外 周 側 に 導 く 、 前 記 チ ュ ー
ブ の 中 途 部 に 配 列 し た 透 孔 で あ る 付 記 ８ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
（ １ ０ ） 前 記 断 線 防 止 手 段 は 、 前 記 信 号 線 又 は ラ イ ト ガ イ ド フ ァ イ バ を ほ ぐ し た 弛 み 部 で
あ る 付 記 ８ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ １ 】
（ １ １ ） 前 記 水 密 部 材 は 、 伸 縮 自 在 な 弾 性 部 材 で 形 成 し た チ ュ ー ブ 体 で あ る 付 記 ３ に 記 載
の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ １ ２ ） 前 記 水 密 部 材 は 、 蛇 腹 状 部 を 設 け た チ ュ ー ブ 体 で あ る 付 記 ３ に 記 載 の 電 子 走 査 式
超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
（ １ ３ ） 前 記 進 退 移 動 手 段 を 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 構 成 す る 本 体 部 材 の 基 端 側 に 設 け た ラ
ッ ク ピ ニ オ ン 部 と 、 こ の ラ ッ ク ピ ニ オ ン 部 の 歯 車 に 噛 合 す る 噛 合 部 を 外 周 面 に 設 け た 処 置
具 と で 構 成 す る 付 記 ２ 又 は 付 記 ３ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
（ １ ４ ） 前 記 処 置 具 は シ ー ス 部 材 で あ り 、 こ の シ ー ス 部 材 の 先 端 部 外 周 面 に 前 記 噛 合 部 を
設 け た 付 記 １ ３ 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
（ １ ５ ） 前 記 観 察 部 移 動 手 段 は 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 前 記 観 察 光 学 系 の 観 察 方 向 に 対 し て
回 動 さ せ る 回 動 手 段 で あ る 付 記 １ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ １ ６ ） 前 記 回 動 手 段 は 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 構 成 す る 本 体 部 材 の 基 端 側 に 一 体 に 設 け た
第 ２ 歯 車 部 と こ の 歯 車 に 噛 合 す る 歯 車 と 、 こ の 歯 車 に 噛 合 す る 噛 合 部 を 外 周 面 に 設 け た 処
置 具 で あ る 付 記 １ ５ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ １ ７ ） 前 記 処 置 具 の 突 出 量 の 変 化 に 伴 い 、 前 記 超 音 波 観 察 部 を 構 成 す る 本 体 部 材 が 回 動
す る 付 記 １ ６ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ １ ８ ） 前 記 歯 車 と 歯 車 と の 間 に ス リ ッ プ 機 構 を 設 け た 付 記 １ ６ 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波
内 視 鏡 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
（ １ ９ ） 前 記 超 音 波 観 察 部 に 回 動 角 度 検 出 手 段 を 設 け た 付 記 １ ６ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音
波 内 視 鏡 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
（ ２ ０ ） 前 記 回 動 角 度 検 出 手 段 は 歪 み ゲ ー ジ で あ る 付 記 １ ９ に 記 載 の 電 子 走 査 式 超 音 波 内
視 鏡 。
【 ０ ０ ８ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 内 視 鏡 観 察 部 に よ る 観 察 と 超 音 波 観 察 部 に よ る 観 察
を 最 良 の 状 態 で 行 え る 、 使 い 勝 手 に 優 れ た 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 を 提 供 す る こ と が で き
る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 図 １ な い し 図 １ １ は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 り 、 図 １ は 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視
鏡 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 図
【 図 ２ 】 進 退 移 動 手 段 を 有 す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 の 構 成 を 説 明 す る 図
【 図 ３ 】 図 ２ の Ａ － Ａ 線 断 面 図
【 図 ４ 】 中 途 部 の 一 部 に ほ ぐ し た 状 態 の 素 線 が 位 置 す る イ メ ー ジ ガ イ ド を 説 明 す る 図
【 図 ５ 】 信 号 線 を 複 数 本 ず つ ガ イ ド チ ュ ー ブ の 外 側 に 引 き 出 し て 信 号 線 の 断 線 を 防 止 す る
構 成 を 説 明 す る 図
【 図 ６ 】 内 視 鏡 観 察 部 の 突 出 状 態 を 説 明 す る 図
【 図 ７ 】 超 音 波 観 察 部 の 突 出 状 態 を 説 明 す る 図
【 図 ８ 】 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の 他 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 ９ 】 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の 別 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 １ ０ 】 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の ま た 他 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 １ １ 】 電 子 走 査 式 超 音 波 内 視 鏡 の ま た 別 の 構 成 の 進 退 移 動 手 段 を 説 明 す る 図
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ な い し 図 １ ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に か か り 、 図 １ ２ は 回 動 手 段 を 有
す る 超 音 波 内 視 鏡 の 先 端 硬 性 部 の 構 成 を 説 明 す る 図
【 図 １ ３ 】 超 音 波 内 視 鏡 の 作 用 を 説 明 す る 図
【 図 １ ４ 】 超 音 波 観 察 部 の 回 動 と 穿 刺 ラ イ ン の 修 正 方 法 を 説 明 す る 図
【 符 号 の 説 明 】
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

(14) JP 2004-16505 A 2004.1.22



フロントページの続き

(72)発明者  市川　祐介
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパス光学工業株式会社内
Ｆターム(参考) 4C061 BB02  FF35  FF45  HH60
　　　　 　　  4C301 BB06  CC02  EE13  FF05  LL20
　　　　 　　  4C601 BB01  EE11  FE01  FE02  KK12  LL40

(15) JP 2004-16505 A 2004.1.22



专利名称(译) 电子扫描超声波内窥镜

公开(公告)号 JP2004016505A 公开(公告)日 2004-01-22

申请号 JP2002176075 申请日 2002-06-17

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 宮本眞一
水沼明子
仁科研一
市川祐介

发明人 宮本 眞一
水沼 明子
仁科 研一
市川 祐介

IPC分类号 A61B1/00 A61B8/12

FI分类号 A61B8/12 A61B1/00.300.P A61B1/00.300.F A61B1/00.530 A61B1/00.715 A61B8/14

F-TERM分类号 4C061/BB02 4C061/FF35 4C061/FF45 4C061/HH60 4C301/BB06 4C301/CC02 4C301/EE13 4C301
/FF05 4C301/LL20 4C601/BB01 4C601/EE11 4C601/FE01 4C601/FE02 4C601/KK12 4C601/LL40 
4C161/BB02 4C161/FF35 4C161/FF45 4C161/HH60

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP4153731B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)
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